
18

18 23

隅肉溶接部

100 100 100

100 30

100 100 100

工事監理者の指示による事

10,13,16

0

1

12

○

間柱

Fm=Fq+mSn

ダイアフラム

○

胴縁等

0.90 1.00

34

屋根

0.30

12,16250,350

2 1

青森県弘前市大字塩分町4-1,4-12,4-13,4-14,4-17
青森県弘前市大字森町1-3,5-9 青森県弘前市大字本町2-6

PH

事務所
(指令センター)

300 300 300

屋上 900 700 300

事務室 2900 1800 800

132 3.96

1※

※ ※

2 2

※計算書参照

※計算書参照 ※計算書参照

QL-50-121.2 焼抜き栓溶接

柱

梁・小梁等

MBLT-
0125

16

19,22,19地中梁、柱型基礎、フーチング

その他基礎

２

PH

Ｒ

屋根

屋根

18 23 Fm=Fq+mSn

18 23 Fm=Fq+mSn

18 23 Fm=Fq+mSn

○ ○

○

SM490A 大梁 ■無 JIS G 3106

0188

Fc=24

Fc=24

Fc=24

Fc=24

Fq=24

Fq=24

Fq=24

Fq=24

Fm=24+3=27

Fm=24+3=27

Fm=24+3=27

Fm=24+3=27

18 23 Fm=Fq+mSnFc=24 Fq=24 Fm=24+3=27

構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

一級建築士事務所

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

新構造設計特記仕様その１
標準図－０１

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月

砂質土

STK490

回転埋設

国土交通大臣
TACP-0655
TACP-0656

R4 1110

355.6mm
355.6mm
267.4mm
267.4mm

943kN
943kN
579kN
579kN

18.00m
19.00m
18.00m
19.00m

1本
6本
8本
4本

鋼管杭工法



標準

工事監理者の指示による事

16 基礎

工事監理者の指示による事

19 基礎

※１ロットあたりとする

30

超長期短期 長期□ □

100

□

構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

一級建築士事務所

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

新構造設計特記仕様その２
標準図－０２

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月



構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

一級建築士事務所

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

新鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)
標準図－０３

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月



構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

一級建築士事務所

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

新鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)
標準図－０４

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月



MAXウェブレン(高強度せん断補強筋)

構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

一級建築士事務所

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

新鉄筋コンクリート構造配筋標準図(3)
標準図－０５

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月



構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

一級建築士事務所

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

鉄骨構造標準図(1)
標準図－０６

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月



9 2-M20

PL-12 PL-9

RG1,RG3b,2G1

RG1a,2G1a

RG3a

2G3a

RG1b

2G2,2G3b

RG2

Ｈ－440・300・11・18

Ｈ－594・302・14・23

Ｈ－588・300・12・20

Ｈ－488・300・11・18

Ｈ－340・250・ 9・14

ＢＨ－600・200・12・19

Ｈ－500・200・10・16

2G3

RG3

PL-12 PL-12 16-M20

PL-16 20-M20 16-M20

PL-12 PL-9PL-16 20-M20 16-M20

PL-12 16-M20

PL-12 PL-12 16-M20PL-9 10-M20

PL-12 PL-916-M20PL-12 12-M20

PL-12 PL-9PL-12 16-M2012-M20

PL-12 PL-12 12-M20PL-9 10-M20

PL-12 PL-12 12-M20PL-9 10-M20Ｈ－450・200・ 9・14

Ｈ－350・175・ 7・11
12-M20PL-9PL-9 PL-9 8-M20

PL-9 PL-9
Ｈ－400・200・ 8・13PHG1,PHG2

8-M20 PL-6 6-M20

RB1,2B1

2B1 Ｈ－588・300・12・20

Ｈ－450・200・ 9・14

9 4-M20

9,12 5-M202

2

9,12RB2,2B3,2B4 4,6,8-M20

RB4,2B5 9,12 3,6-M20

RB6,2B6,PHB1 9,12 2,4-M20

RB7,RB8,2B7,2B8 9 2,4-M20

RB9

92
2

RB3
RB5

Ｈ－340・250・ 9・14 3,6-M20
Ｈ－294・200・ 8・12 12 12 6-M20

構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

一級建築士事務所

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

鉄骨構造標準図(2)
標準図－０７

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月



ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

2021/8

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

注意

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

！

イ
プ

タ
G

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

2

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定
着
長
さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±
ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
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ベースプレート
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さ 径 径

座　金

厚 内 外
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φｄ1
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B下端LP

L０

ボルト上端

S

※1
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Ｈ

座金の形状
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φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定
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720

840

960

さ

1120
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1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品
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E

モルタル上端

アンカーボルト
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定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42
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長 長ピ

M30

M42
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呼
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ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距
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65
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38

33

27

75

64
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B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下板厚40mm超

105
95 400

480645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 10510 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32180681233013068

-167027

169033

1910039

2212045

2514052

2816060
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33

39

45

52

60
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M30

M36

M42

M48

M56
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M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - -1638014576

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

2

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
一級建築士事務所

〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

ハイベースNEO工法設計施工標準
標準図－０８

※ 製造ﾒｰｶｰが供給するものに限る

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますので製造ﾒｰｶｰにご相談ください。

　（一重ナットとする場合は、製造ﾒｰｶｰにご相談ください。）

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、製造ﾒｰｶｰが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）

※ 製造ﾒｰｶｰが供給するものに限る

参考図

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）

令和６年２月



□裏面防錆処理(一次塗装)　 ＱＬプライマー(P)

ひび割れ 400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

ひび割れ

10
0m
m

標　　準　　納　　ま　　り

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

ａ部 ａ部

※1

※1

※1

※1

※2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

梁にのみ込み３０ｍｍ

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部
１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周
部
大
梁

Ａ

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ
柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

小
梁

２スパン                     １スパン

　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

ＱＬデッキ　

□ＱＬ９９-７５ □1.6

材料／デッキプレート

施工順序 検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□無し

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

40
d

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

柱

柱

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る
 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。
 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

敷　込　み

1) 検流計での計測
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。
注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒
JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５
３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上
６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。

       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下

     　　　　高性能ＡＥ減水剤
　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

3

検　　査

コンクリート打設

(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による
例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

※1

この部分の小口は塞がない！
焼抜き栓溶接又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー
梁耐火被覆

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲
φ４－１３　＠６００以下

クローサー

 柱廻り

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部 小口塞ぎ

ＱＬデッキ受材
すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

※3

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

※1

※1

※1※1

又は打込み鋲

梁耐火被覆用面戸

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
φ４－１３　＠６００以下

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

 梁との間に隙間がある場合

又はドリルねじ
すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

 ＱＬデッキを連続にした場合

50ｍｍ以上

200ｍｍ以下

Ｂ･Ｈ部

クローサー

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

【連続支持合成スラブ】

FP060FL-9095

FP120FL-9107

2

2

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

５０

注2)

注2)

注2)2

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

Ｓ梁

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート2

【単純支持合成スラブ】

２ ２

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

Ｓ梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

(連続支持)

単純支持連続支持
合成スラブ 合成スラブ

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

４
０

ｂ部 ｃ部

※2

※2

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

ｄ部 ｃ部

※2

 ブラケット支持

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ｅ部 ｅ部
※2

耐火補強筋

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上 梁幅 ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等
QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

開口部補強案

Ｌ

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

ｗ

１）開口がφ１５０程度の場合
  A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

開口補強筋Ｄ１０

開口補強筋Ｄ１３

３）ｗ＞600mmの場合

耐力補強筋

Ｌ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ
ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

2

2

ＱＬデッキを切断

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。
※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」

耐火仕様①

　　　合成スラブ工業会仕様

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板)[□Y18 □Y27]

*1

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 □ 異 形 鉄 筋 　□Ｄ１０-２００×２００　□（　　　　　　　　）

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ 厚さ(QLデッキ山上)

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２JIS B 1198 各長さ・ピッチは特記による

接　　　合

材料／溶接金網・異形鉄筋

材料／コンクリート

 支 保 工 有 無 その他：

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

耐　　　火

特　　　記

□そ　　の　　他

※最小長さはデッキ高さ＋３０ｍｍ以上とする。

*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照

付帯条件

に支持されるものとする。
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　)※

※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

アクセサリー

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5

ハンガー金具

４
０

１８５

２
８

Ａw ＝（　　　　）mm １.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

デッキプレート幅方向

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上
ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

デッキプレートスパン方向
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ
１.２　  　　　４,９００

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

焼抜き栓溶接

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）
注１：普通コンクリート、D10-200×200、表面処理が亜鉛めっきの場合

注２：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

60
板厚(mm)

支
持
条
件

1.0

単純(内法)

２連続

３連続

2.38

3.20

2.95

QL99-50
70 80 90

(単位：ｍ)

1.2

2.52

3.39

3.13

1.6

2.75

3.67

3.41

2.33

3.10

2.89

2.47

3.32

3.06

2.69

3.62

3.34

2.29

3.01

2.84

2.42

3.26

3.00

2.64

3.55

3.28

2.24

2.93

2.78

2.38

3.18

2.95

2.59

3.49

3.22

【単純支持】

【連続支持】

S造・施工時のスパンの取り方
100

2.21

2.85

2.74

2.33

3.09

2.89

2.55

3.43

3.16

60

単純(内法)

２連続

３連続

3.13

3.57

3.64

QL99-75
70 80 90

(単位：ｍ)

3.31

3.91

3.79

3.62

4.31

4.06

3.07

3.46

3.58

3.25

3.80

3.74

3.55

4.25

4.00

3.02

3.37

3.52

3.19

3.70

3.69

3.49

4.19

3.95

2.96

3.28

3.46

3.13

3.60

3.64

3.43

4.14

3.90

100

2.92

3.20

3.40

3.08

3.52

3.60

3.38

4.09

3.85

1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6

スパン

スパン スパン

板厚(mm)
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)

支
持
条
件

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

２０２０／０３／０１

■ＱＬ９９-５０ ■ｴﾝｸﾛ有り
■1.2■亜鉛めっき   　  　　　   　  [■Z12 □Z27]

 ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □１８　　　　　■２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 ■ 溶 接 金 網

■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

 ■ 無    □ 有 

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

構造設計
goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号
構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

MEMO

承 認 検 図 担 当 製 図特記事項

株式会社fukuro
一級建築士事務所

〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日

図面番号

標準図－０９

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　■１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　■φ６-１００×１００

600

参考図

令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

新築工事（建築工事）

令和６年２月



工　　　程 管理項目 管理方法 管　理　値

・杭径、杭長、肉厚、

羽根径、羽根厚、に誤りが

ないこと

・搬入時に目視確認

・搬入時に測定検査杭径、杭長、肉厚

継手部

杭材の受け入れ

杭芯のずれ

杭の鉛直性

回転トルク

回転埋設

・逃げ芯棒にて測定

・水準器で確認

・機械のトルク計

・偏心量　±20mm以内

・傾斜　1/100以内

【施工管理方法】

【継手溶接例】

【杭頭接合要領】

○ t1＞7.1mm の場合○ t1≦7.1mm の場合

（ 上・下杭肉厚が異なる場合 ）（ 上・下杭肉厚が同じ場合 ）

3.23.22.3～3.2

フィラープレート

 裏当金具 裏当金具 裏当金具

1～31～3

45°45°

1～4 1～4 1～4

くい頭部をフーチング内に(5d+70)mm程度

埋め込ませる。

（※くい頭鉄筋については、別途検討が必要）

砕石 
捨てコン 

 2Dp以上

 2Dp以上
1Dp以上 

捨てコン 
砕石 

（弊社推奨例）

タイプＢ

吊り型枠を設置後、鉄筋を溶接する。

くい頭部をフーチング内に杭軸部径（Dp）

以上埋め込ませる。

タイプＡ

吊り型枠を設置する。

中詰めコンクリート2Dpを確保する。

中詰めコンクリート2Dpを確保する。

吊り型枠を設置する。

吊り型枠を設置後、鉄筋を溶接する。

タイプＢ

（※くい頭鉄筋については、別途検討が必要

埋め込ませる。

くい頭部をフーチング内に(5d+70)mm程度

捨てコン 

砕石 

砕石 
捨てコン 
1Dp以上 

 2Dp以上

 2Dp以上

タイプＡ

以上埋め込ませる。

くい頭部をフーチング内に杭軸部径（Dp）

引抜き力を負担しない杭の場合

引抜き力を負担させる杭の場合

くい頭溶接の鉄筋は引抜き力だけを負担する。

　鉄筋は引抜き力と曲げモーメントを負担する）

(5d+70)mm 

(5d+70)mm 

溶接継手

杭の鉛直度

接続状況

・水準器で確認

・目視により確認

・傾斜　1/100以内

・異常なアンダーカット

支持地盤の確認

埋設深さ

回転トルク

回転貫入量

・機械の深度計

・機械のトルク計

・専用用紙に記録する

・支持層に1Dｗ以上※

・地盤調査結果（土質

　柱状図）と施工回転

　トルク値、及び施工

　管理トルク値より総合

　的に判断

・回転貫入量の管理値

　による

杭頭のずれ 偏心量 ・通り心から測定 ・±100ｍｍ以内

※埋設深さは、認定書別添等に記載の施工管理フローによることもできる。

国土交通大臣認定

名　称 認定番号 認定書 取得年月日

件　名 番　号 取得年月日

１.件名

２.本工法により施工される基礎ぐいの許容支持力を定める際に求める長期ならび

に短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

3

1

3

2

‾

‾ ‾

Ra=-｛αNAρ+(βNsLs+γquLc)ψ｝（kN）・・・・（1）

Ra=-｛αNAρ+(βNsLs+γquLc)ψ｝（kN）・・・・（2）

１）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

２）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

‾

１.件名

【許容引抜き支持力および適用範囲】

3

2 ‾ ‾Ra=-｛κNAρ+(λNsLs+(μquLc)ψ｝+ Wp  （kN）・・・・（3）

3）短期に生ずる力に対する地盤の引抜き方向の許容支持力

材質　STK400、STK490、STK540、HU590、SEAH590

杭本体径

杭本体部

厚さ　ｔ(mm)
Ｄ(mm)

杭先端羽根部

Ｄｗ(mm)

羽根部径

ｔｓ(mm)

厚さ

165.2 5.0 / 7.1

5.3 / 7.0190.7

216.3 8.2 / 12.7

267.4 8.0 / 9.3 /12.7

318.5

355.6

406.4 9.5/12.7

457.2 9.5/12.7

508.0 9.5/12.7

558.8 9.5/12.7 / 16.0

350　～　450

400　～　550

400　～　650

500　～　800

600　～　850

600　～　950

750　～　1100

800　～　1200

1000　～　1250

1050　～　1250

4.5　/　6.6　139.8 300　～　400

114.3 4.5　/　6.0　 300　～　350

先端地盤：粘土質地盤

TACP-0655

TACP-0656

令和4年11月10日

令和4年11月10日

国住指第   -1号

国住指第　　　-1号　

GBRC　性能証明

先端地盤：砂質地盤(礫質地盤

先端地盤：砂質地盤、礫質地盤、粘土質地盤

GRBC性能証明第22-17号 令和5年2月2日

・杭体のねじり強さ以内

（気泡が中央にあること)

・継手部に以上がないこと

　や、ピット等がないこと

【基礎とフーチング形状例】

A:杭芯間隔 B:へりあき

1.25ｘD以上1.5Dw以上

※Dw：杭先端羽根部径　　D：杭本体径

9.0/12.7

9.5/12.7

12　～　19

12　～　19

12　～　25

12　～　28

12　～　32

12　～　40

16　～　36

16　～　40

16　～　45

16　～　50

16　～　50

16　～　50

杭 材 仕 様

κ：引き抜き方向のくい先端支持力係数

砂質地盤・礫質地盤　κ=50    粘土地盤　κ=48

‾Ｎ：基礎ぐいの先端より上方に3Dw(Dw:羽根の直径)の範囲の平均N値

砂質地盤・礫質地盤　5≦N≦ 52    粘土地盤　5≦N≦55

Ｎs：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の平均N値　6≦Ns≦30

Ｌｓ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)

qu：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(ｋN/m)　

Ｌｃ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)

2 2

Ａp：基礎ぐいの先端の有効断面積（ｍ ）

Ａp=π・Dw /4 -π・D /4 

λ：砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数（λ=0.0 ）

μ：粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（μ=　0.0 ）

Ψ：基礎ぐいの周囲の有効長さ(m)

Wp：基礎ぐいの有効自重(KN)

認 定 範 囲

支持地盤　: 砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤

鋼管の寸法　: 114.3 ～ 558.8 mm

拡翼の寸法　: 300 ～ 1,250 mm

適用する建築物の規模　:延べ床面積の合計が　1,000,000 m2以下の建築物

ここで、（1）,（2）式において

α：くい先端支持力係数（α=270）

β：砂質地盤におけるくい周面摩擦力係数（β=0.7 ）

γ：粘土質地盤におけるくい周面摩擦力係数（γ=　0.3 ）

‾Ｎ：基礎ぐいの先端より下方に1Dw、上方に1Dwの範囲の地盤の平均N値、

2 2

2

Ψ=π・Ｄ Ｄ：くい本体部径(m)

Ａp=π・ D/4 + C・(π・Dw /4 -π・D /4 )
2

C：先端翼断面堰低減係数（C=0.43）

Ｎs：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤の平均N値　6≦Ns≦30

Ｌｓ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計(m)

　　　　　ただし　くい先端から1Dwの区間を除く

qu：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値(ｋN/m)　

ただし、50＜qu<200とし、200を越える場合は200をとする

Ｌｃ：基礎ぐいの周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計(m)

　　　　　ただし　くい先端から1Dwの区間を除く

Ψ：基礎ぐいの周囲の有効長さ(m)

Ａp：基礎ぐいの先端の有効断面積（ｍ ）

砂質地盤・礫質地盤　7≦N≦ 57    粘土地盤　5≦N≦60

認 定 範 囲

適用地盤　: 砂質地盤・礫質地盤・粘土質地盤

試験方法　: 標準貫入試験

鋼管の寸法　: 114.3 ～ 558.8 mm

拡翼の寸法　: 300 ～ 1,250 mm

最大施工深さ : 130 D

(砂質地盤・礫質地盤:508.0、558.8は65.2m)

適用する建築物の規模　:延べ床面積の合計が　1,000,000 m2以下の建築物

(粘土質地盤 　　　:508.0、558.8は60.0m)

３.杭材から決まる許容鉛直支持力

Ra2=fe・Ae ｘ 10

Ra2：杭材から決まる長期許容鉛直支持力(kN)

fe：杭材の長期許容応力度（F /1.5）

F ：設計基準強度（N/mm2）

F：杭材の許容応力度を決定する場合の基準値

F =Ｆ・(0.80+2.5te/ｒ)かつF ≦F

-3

＊

＊

＊

STK400→235N/mm2、STK490→325N/mm2、

HU590、SEAH590 → 440 N/mm2

STK540→390N/mm2 

ｒ：鋼管の半径(mm)

Ａｅ：腐食しろを考慮した杭材の有効断面積(mm2)

te：腐食しろを除いた鋼管の肉厚(mm)
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【許容支持力および適用範囲】

構造設計

goto建築設計事務所　

一級建築士　344621号

構造設計一級建築士　10033号

後藤　誉洋

MEMO
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株式会社fukuro
一級建築士事務所

〒036-8072

青森県弘前市大字清野袋2-9-5
TEL0172-55-5697 FAX0172-55-5698

一級建築士事務所　青森県知事登録　第1680号

一級建築士　建設大臣登録　第271521号齋藤　義孝

工事名称

図面名称

縮 尺 年 月 日
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標準図－１０

先端羽根付き鋼管杭　

先端羽根付き鋼管杭

先端羽根付き鋼管杭工法　設計施工標準

先端羽根付き鋼管杭

先端羽根付き鋼管杭

引き抜き方法支持力

先端羽根付き鋼管杭工法　設計施工標準

参考図
令和６年度　弘前・西北五地域共同消防指令センター庁舎
新築工事（建築工事）
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